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(践的)本研究は、歩行の加齢変化の実体を明らかiこする

ことを践的とした研究の一環として行った。昨年、一昨年

の発表では、 157名の被験者・に関して歩行動作の分析を行

った。今関は、同じ被験者にMして、歩行速度と加齢によ

る床反カ波形の変化について検討を行った。

(方法)被験者i立、 20"""84識の男性別名、 23，.....，82畿の女

性 79名であり、中央部iこ床反カ針が壊め込まれた長さ約

7mの歩行路を 3通りの捗行速護(普通、速い、還しサで

歩行してもらった。

(結来)床反カi土、鉛蘇方向分力、前後方向分力、E3.本方

向分力に分けて分析した。鉛爵:方向成分は、ニ様性の波形

となるが、歩行速度の増加lとともに2つのはiの高さが痛く、

その掲の谷の高さが低くなった。また、最初のtllの演J誌の

タイミングkiJf!.く、二番目の山の議点のタイミングは遜く

なった。前後方向成分は、畿地期前半ではゼロラインの下

に、後半では上にピークををもっ波形となるが、歩行速度

の増加とともに、該地期!1fPf!.のピークと、後半のピークの

それぞれの絶対伎が大きくな弘前者のタイミングはより

卒く、後者のタイミングはより遼くなったG 左右方向成分

i土、最初に小さな外髄!への反力がみられた後、内側へ比較

的一定の反カがつま先離!1hまで続くが、この最初の外側へ

の反カのど…ク鍍は、歩行速度によって変化しなかった。

加齢とi来反カとの関係については、歩行速度の球sf.カ波

形への影響を除くために、被験者を歩行速度)31]に3つのカ

テゴリ…に分類し、ほぽ同じ歩行速演の各カテゴジーごと

に分析金行った。加齢とともに、女性では盤箆方向成分の

こ倭自の1.11のi喝さが抵くなっていき、前後方向成分iこ践し

ては男女とも立脚期後半の山の絡さが減少していく傾向

にあった。在者方向成分にmJしては、立腕l期初期のタト1Mへ
の反カが大きくなる傾向が晃られた。さらに、この成分の

内側へのおZカのカ綴も大きくなっていった。各注箆点のタ

イミングに関しては、カu簡舎による変化が見られなかった。

(韓日初床反カ波形は、歩行姿勢と密接な関係、がある。ま

ず渉行速度と卦ミ反カ波形との鰐係については、歩行速度の

増加に伴う歩絡の増加が、床反カ披形の変化のiむなj京協と

考えられる。また、 JJTJ齢とi来fj[.)J波形との関係については、

加齢によって立競11摂後半における器売り出しのカが弱くな

ってくと考えられる。また、左;右方向成分の変化から、加

齢によって歩行中の左右の安定性が低下するのを擁うた

めに、 1.E:f5の娯!の間i報、いわゆる捗鱗が増加していくので

はなし、かということが鍛定できる。一方、各、注目点のタイ

ミングが変化しなかったということから、筋のコントロー

ル系の変化はあまり大きくないのではないかということ

が推定される。
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